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五
○

東

カ

ロ

リ

ン

に
於

け

る

亘

石

遺

跡

(豫
報
)

入

幡

一

郎

一

ク
サ

イ
島

の

巨
石
遺

跡

カ

ロ
リ

ン
群
島

の
東
端

ク
サ

イ
に

一
つ
の
巨
石
遺

跡

が
存

す

る

こ
と

は
早

く

よ
り
知
ら

れ

て
ゐ

る
。

そ

れ
は

ク
サ

イ

本
島

に
接

す

る

レ

ロ
に
あ
り
、

亘
大

な
玄
武

岩
と
珊

瑚
礁
片

と
を
積

上
げ

て
壁
と

な
し

π
大
規

模

な
遺

構

で
あ

る
。

レ

ロ
は

ク
サ

イ
本
島

の
東

岸

に
位

置
し
、

東
西

に
長

い
楕

圓
形

を

な
す
小
島

で
、
そ

の
大

い
さ
僅

か
東
西

一
哩
南

北

半

哩

に
充

た
な

い
。
東

半

は
小
高

い
山
と

な
り
、
西

半

は
低

平

で
、

こ

ゝ
に
該
遺

跡
が
存

す

る
の

で
あ

る
。

ク

サ

イ
は
人

も
知

る
如

く

一
入

〇

四
年
、

C
a
p
t
a
i
n
 C
r
o
zer
に
發
見

さ
れ

て
以

來
欧
人

の
訪

れ

る
者

決

し

て
少
く

な

か

つ

元
が
、
之

に
注
意

し

て
記
載

し

泥
も

の
は
餘

り

な

い
。

一
八
八
○
年

に

O
tto
 F
in
sch
,
 F
ra
n
z
 H
ern
sh
e
im

等

一
八

九
六
年

に

F
.
 W

.
 C
h
ristia
n
、

一
九

一
〇
年

に

ハ
ン
ブ

ル
グ
民
族
博

物
館

か
ら
派
遣

せ
ら
れ
だ

南

海
探
檢

隊

一

行

が
詳
し

く
之

を
報

じ
て
ゐ

る
。
就
中

ハ
ン
ブ

ル
グ
南

海
探
檢

隊

は
同
博
物

館
太

平
洲
部

長

D
r
.
 E
.
 
Sar
fer
t
以

下

P
eih
o

號

に
乘
組

み

て
來
島

し
、

種

々
人
類

學

上

の
調

査
を
試

み

た
が
同
探

險
隊
員

D
r
.
 Pa
u
l
 H
u
m
b
u
rch

は

レ

ロ



第1圖　 レ ロ 遺 跡(Sarfert)

遺

跡
調
査

を
擔
當

し
、
徹

底

的

に
之

が
研
究

を

途
行

し

た
。

余

は

昭
和

四
年

東
北
帝

圖

大
學
教

授
長
谷

部
言
人

博

士
と
同
島

に

到

り
、
親

し
く
此
遺

跡
を
踏

む

こ
と

が
出

來

た

。

同
遺
跡

は
第
1

圖

の
中
、
太

黒
線

を
以

て
示
す

K
in
jer
 fela
t, 

P
e
n
s
o,
 F
a
n
a
n
a
,
 B
a
t,
 I
n
so
m
u
o
n
,
 I
n
sa
ro
n
,
 In
n
oll,
 In
sra
, 

L
orr
an
,
 K
efo
,
 F
a
ton

等

の
名
を

以

て
呼
ば

れ

る
諸

地
域
を

中

心
に
展

開
し

、
そ

の
間

に
奥

深

ぐ
ま

で

一
種

の
水
道

が
作
ら

れ
て

ゐ
る

(
圖
版
(4)
)
。

そ

の
内
規

模

の
宏

壯
、

整

然

た

る

は

K
in
jer
 fa
la
t

で
、
H
ern
sh
a
im
,
 C
h
ris
tian

等

も

こ

ゝ
の
み

を

圖
示

し
又

は
踏

査
實
測

し

て
居

る
。

方
形

に
し

て
長
軸

百

九

十

四
呎
、

短
軸

百
十
呎

あ

る
。

今
茲

に

C
h
rist
ia
n

の
實

測

の

結
果

を
掲
げ

や
う
。

西

(
東
北
)
角

に
於

け

る
壁

の
高

さ
は

二
十

五
呎
、
西
北

(
東
北
)
に
面
す

る
壁
の
脚
下
に
淺

い
水
道
が
入

つ

て
來
て
ゐ
る
、
水
道
に
沿
ふ
て
七
十
二
呎
の
距
離

の
所

に
、
満

潮
時
の
潮
を
防
ぐ
爲

の
小
形

の
石
で
設
け
た
近
世

の
障
壁
が
あ

東

カ
リ

ン
ロ
に
於
け
る
巨
石
遺
跡

 

三
一
一 

五

一



地

理
學

評

論
 

三
一二 

五
二

る
。

こ
の
障
壁
を
越

へ
る
と
幅
七
呎
の
入
口
が
あ
る
。
そ
の
部
分
の
壁
の
高
さ
は
十
六
呎
あ
る
。
時

々
顛
落
し
た
玄
武

岩
柱
の
破
片
が
壁
脚

に
散
ら
ば

つ
て
ゐ
る
。
壁
は
風
雨
、
樹
木

の
爲
に
其
頂
上
を
破
壊
せ
ら
れ
、
高
低

一
様

で
な

い
。

入
口
か
ら
四
十
呎
程
の
所
に
玄
武
岩
の
巨
大
な
平
石
が
積
込
ま
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
長
さ
九
吠
六
吋
、
高

さ
二
呎
四
吋
、

幅
三
呎
六
吋

に
達
す
る
。
水
道
の
幅
は
九
呎
あ
る
。
之
に
接
す
る
部
分
の
壁
の
厚

さ
は
十
五
呎
で
あ
る
。
こ
の
點
か
ら

五
十
呎
に
し

て
幅
十
五
呎
の
第

二
の
入
口
が
あ
る
。
此
門
か
ら
十
呎
で
、
巨
大
な
椿
樹
の
生
茂

つ
て
ゐ
る
北

(
東
南
)
隅

に

第2圖

　レロ遺 跡 の一 部(Christian)

達
す
る

(
第
2
圖
)。
こ
の
椿
樹
の
根
が
盛
ん
に
壁
を
破
壊

す
る
。
其
無
數

に
垂
下
が
る
枝
が
間
隙
と
云
ふ
間
隙

に
根

を
張
り
、
北
東

の
貿
易
風
が
吹
く
時
な
ど
は
壁
を
搖
も
動

か
す
。
加
之
根
を
張
る
に
從

つ
て
壁
の
構
造
に
狂
ひ
を
生

ぜ
し
め
石
を
彈
き
出
す

の
で
あ
る
。
北
角
の
壁

の
高
さ
は

前
面

に
於

て
二
十
六
呎
あ
る
。
こ
の
部
分

に
は
長

さ
九
呎
、

幅

三

呎
六
吋
、
高

さ
三
呎

を
數

へ
る
大

き
な
五
角

形

の
玄
武

岩

が
角

石

と
し

て
用

ゐ
ら

れ

て
ゐ

る
。
枝

の
水
道

が
東

北

(東
南
)
壁

に
沿

ふ

て
四
呎

の
幅

に
入

つ
て
來

て
ゐ

る
。
そ

の
水
道

は
高

さ
五
呎

に
築

か
れ
た
壁
堤

を
も

つ
て
ゐ

る
。
北

(
西
南
)
角

か

ら

二
十

二
呎
程

の
所

に
第

三

の
入

口
が
あ

る
。

そ

の
幅

五

呎
、

其
部

の
壁

の
高

さ
十

五

呎

で
あ

る
。
更

に

圖
版
説
明
　
(1)
レ
ロ
遺
跡
の
墳
墓
　
(2)
ナ
ン
マ
タ
ル
遺
跡
ナ
ン
タ
ウ
ア
ス
正
面
　
(3)
ナ
ン
マ
タ
ル
遺
跡
の
墳
墓
　
(4)
レ
ロ
遺
跡
水
道
の
入
口
附
近



1
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二
十

呎

に
し

て
第

四
の
入

口
に
達
す

る
。
そ

れ

か
ら
五
十
呎

で
東

(
西
南
)
角

に
達

す

る
が
、
そ

こ
に
は
徑

三
呎

六
吋
、

高

さ

三
呎
十
吋

、
長

さ
六
呎

二
吋

の
角

石
が

あ

る
。
同

所

の
壁

の
高

さ
は
約

二
十

呎
で

あ
る
。
東
南

(東
南
)
側

の
壁

に

沿

ふ

て

ヒ

ヾ
ス
ク

ス
の
籔
が
繁

茂
し

て
仲

々
見
透
し

が

つ
か
な

い
。
そ

の
側

の
壁

は
荒
廢

甚
だ

し
ぐ
、

壁

の
高

さ
も
八

呎

か

ら
十
五
呎

の
間

で
不
同

で
あ

る
。
壁

に
園

ま

れ
た
域
内

は
、
内

部

が
低

い
珊

瑚
礁
塊

の
壁

で
二

つ

の
部

分

に
仕

切

ら
れ
、

椰

子
、
榕

樹
、

イ

ク

ソ
ラ

ス
等

が
密
生

し
、

そ

の
下
に

は
丈

な
す
雜
草

が
生

茂

つ
て

ゐ
る
。
最
後

に
南

(西
南
)

角

に

至
れ
ば
、
山口回
さ
三
十

呎
程

あ
り
、
最

も
高

い
部
分

と
な

つ
て
ゐ

る
。
そ

こ
の
地

上

二
十

呎

の
所

に
あ

る

一
角

石

は

長

さ
十

呎
、
高

さ

四
呎
、
幅

二
呎
六
吋

あ
る
。
壁

の
脚

に
は
三

つ
の
丸

い
大

き

な
玄

武
岩
柱

を
積

上
げ
、

そ

の
最

下

の

も

の
長

さ
六

呎
、
高

さ
四
呎
、

厚

さ
三
呎
を
算

す

る
。
以

て
そ

の
規
模

の
壯

大

な

る
を
知

る
で

あ
ら

う
。

(右
の
内
括
弧
内

の
小
字
は
C
h
r
i
s
t
i

an

の
方
位
の
誤
り
を
正
し
た
も
の
で
あ
る
。)

他

の
諸
區
劃

は

左
程
は
大

き
く

な

い
が
、
玄

武
岩

柱
、
珊

瑚
礁
塊

で
壁

を
環

ら
す

こ
と
は
同

一
制

で
あ

る
。
I
n
sa
ro
n
,
 

I
n
n
o
l
l,
 In
so
m
u
o
n

に
は

合
計

五
基

の
墳
墓

が

あ
り
、
曾

て
は

K
a
fal
と
呼

ば

れ
る
區
劃

に
も
之

を
存
し

た
と

云

ふ
が

今

は
廢

絶

し

て
ゐ

る
。

ハ
ン
ブ

ル
グ
探
檢

隊
は

五
基

の
内

二
基

を

發
掘

し
、

余
も
亦

未

發
掘

の
二
基
を

發
掘

す

る
こ
と

が
出

來

だ
。
外
部

は
珊
瑚

礁
片

を

ピ
ラ

ミ

ッ
ト
形

に
積

上
げ

(
圖
版
(1)
)
、
そ

の
内

に
玄
武
岩

柱

を
組

み
、

上
方

の
開

い

た
長

方
形
石

槨

(
第
4
圖
)
を
設
け

た
も

の
で
、

そ

の
底

は

一
般

地
面

の
砂
地

に
達

し

て
足

る
。

天
井

に

は
玄

武
岩

柱
を

並

べ

て
蓋

し
、
槨

内

に
は
珊
瑚

礁
片

が
詰

め
て
あ

る
。
之

を
除

去

し

て
底

に
近

く
な

る
と
砂
層

中

に
人
骨

及
其

副
葬

品

東
カ
ロ
リ
ン
に
於
け
る
巨
石
遺
跡
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五
四

が
存
す
る
。

而
し
て
各
區
劃

の
石
壁
に
は
諸
處

に
入
口
通
路
が
設
け
ら
れ
、
時

に
は
水
道

に
向

つ
て
開
き

一
種
の
舟
懸
り
揚
と
も

な
つ
て
ゐ
る
。
壁
は
幅
廣

で
そ
の
上
を
遇
行
出
來
る
様
な
部
分
も
あ
り
、
隈
角
は
物
見
皇

の
如
く
廣
く
高

い
皇
を
な
し

第3圖　 レ ロよ リク サ イ本 島 を望 む

て
ゐ
る
こ
と
も
あ
る
。
又
壁

の
内
側

に
幅
廣
な
段

が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
が
内
庭

に

向

つ
て
恰
も
棧
敷
状
を
な
し
て
ゐ
る
所
も
あ
る
。
庭
内
に
は
時

に
は
玄
武
岩
柱
を

平
ら
に
敷
並

べ
て
床
を
作

つ
た
部
分
、
或
は
カ
バ
酒
を
造

つ
た
臺
石
な
ど
が
あ
る
。

石
材
は

ク
サ
イ
本
島

(
第
3
圖
)
各
所
に
産
す
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
運
搬
し
來

っ
た

の
で
あ
る
。

レ
ロ
の
島

に
は
永
く
ク
サ
イ
に
君
臨
し
た
主
長

一
族
が
住
み
、
支
配
者
は
常
に

こ
の
遺
跡
内
外
に
居
を
構
え
て
居
た
と
云
ふ
。

二

ポ
ナ
ベ
島

の
互
石
遺
跡

ポ
ナ
ペ
島
東
海
岸

の

一
島
、
タ

モ
ン
に
接
す
る
珊
瑚
礁
上
の
淺
瀬
に
も
ナ

ン
マ

タ
ル
と
呼
ぶ
レ
ロ
の
如
き
遺
跡
が
あ
る
。此
遺
跡
は

一
種
の
人
工
島
と
も
云
ふ
べ
き
で
、規
模
壯
大
に
し
て
風
光
明
眉
な

る
所
か
ら
、
早
く
よ
り
南
海

の
べ

ニ
ス
と
喧
傳

さ
れ
、
ポ
ナ

ペ
に
立
寄
る
程
の
遊
客
は
必
す
此
處
を
探
る
を
常
と
し
た
。



ボ
ナ
ペ
島

が

一
五
九
五
年
欧
人
に
發
見
せ
ら
れ
て
よ
り
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀

に
か
け

て
、
來
航
す
る
者
多
く
、

測
量

又
は
學
術
調
査
に
從
事
し
た
學
者
は
勘
く
な
い
。
け
れ
ど
も
こ
の
遺
跡

に
就

て
は
亞
米
利
加
布
教
團

の
D

r.
 L
.
 

H
.
 Gu
lick

が
初
め
て
注
意
し
、
後
J
o
h
a
n
n
 
S
t
a
n
i

sl
a
u
s
 
K
u
b
a
r
y
が

一
八
七
三
年
頃
精
密
な
研
究
を
遂
げ
て
報
告
す

第4圖　 レロ古墳墓の石槨

る
ま

で
は
殆
ん

ど
欧

羅

巴

に
知

ら
れ

な

か

つ
た
。

一
八
八

九
年

F
red
e
r
i
c
k
 

M
o
ss

一
八
九

六
年

C
h
ri
s
t
i
a
n
等

相

次

ぎ
て
此
處

を
訪

れ
、
或

は
測

量

し
、
或

は
發
掘

し

た

の

で
あ

る
。

タ

モ

ン
の
島

の
周
圍

に
發
育

し

た
珊

瑚
礁

は
廣

い
淺
瀬

を
作

り
、

そ

の
周
縁

に
は
現
在
術

ほ
盛

ん

に
之
が
成
生

を

見
、
そ

の
淺
瀬

を

取
巻

い
て

一
種
の
堡
礁

を

作

つ
て
ゐ
る
。

從

つ
て
外
海
の
激
浪
は
此
堡
礁

に
遮
ら
れ
て
、
遠
く
遺
跡
附
近

に
及
ば
す
、
靜
穏
な
る
こ
と
内
灣
の
様
で
あ
る
。
而
し

て
遺
跡
の
位
置
は

マ
タ
ラ

ニ
ー
ム
灣
と

ボ
ナ
テ
ツ
ク
灣
と
の
中
間
に
當

つ
て
ゐ
る
。

遺
跡
は
五
邊
形
乃
至
六
邊
形
の
巨
大
な
玄
武
岩
柱
を
無
數
組
合
せ
て
四
角
形
の
區
劃
を
作
り
、
之
に
珊
瑚
礁
、
砂
な

ど
を
詰
め
て
平
坦
に
し
た
も
の
で
、
斯

か
る
區
劃
即
ち
人
工
島
の
數
は
約
八
十
を
算

へ
る
こ
と
が
出
來
る
。
し
か
も

こ

の
島
は
總
面
積
四

一
七
、
九
二
六
平
方
米

に
亙
る
淺
瀬
上
に
略

一
定
の
規
矩

の
許

に
螢
ま
れ
、
整
然
た
る
水
邑

の
感
を

束
カ
ロ
リ
ン
に
於
け
る
巨
石
遺
跡
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與

へ
る

の
で
あ

る
。
島

の
形
は
大

體
方
形

を
原

則
と
す

る

が
、

ま

ゝ
長
方

形
、
木

整
形

の
も

の
も

あ
る

。
大

い
さ
も
亦

區

々

で
あ

る
が
、
大

約

一
邊

の
長

さ
十

八
米

か
ら

二
十

米
餘

の
方
形

が
多

い
。

長
方
形

な

る
も

の
に
は
幅

九
米
、

長

さ

第5圖　 ナ ンマ タ ル遺 跡(Kubary)

四
十
米

の
如
き
小
規
模
の
も

の
か
ら
、
幅
二

十
米
長
さ
百
三
十
五
米
に
達
す
る
大
規
模

の

も
の
も
あ
る
。
そ
し
て
相
隣

る
各
島

は
相
互

に
そ
の
縁
を
平
行
な
ら
し
め
、
そ
の
間
に
幅

九
米
か
ら
七
十

二
米
ま
で
の
距

離

が

あ

つ

て
、
そ

こ
に
満
潮
時
の
海
水
が
湛
え

る

(
第

5
圖
)
。
各
島
を
形
成
す
る
に
當

つ
て
、
玄
武

岩
柱
は
自
然
の
素
材
を
そ
の
儘
無
雜
作

に
し

か
も
端
然
と
積
ん
で
あ
る
。
其
積
方
は
最
下

に
石

の
小
口
を
出
す
様
に
水
平

℃

置

き

並

べ
、
そ
の
上
に
又
石
の
列
を
之
と
直
角
に
長
軸
方
向
を

置
き
、
交
互
に
積
上
げ

て
行
く
の
で
あ
る
。
部
分
的
に
崩
れ
て

ゐ
る

が
、
大
體
原
状
を
保

つ
て
ゐ
る
。
斯
か
る
積
方
は

レ
ロ
に
於

て
も
見
ら
れ
る
。

各
島

の
高
さ
な
大
約

一
・
五
米
乃
至

一
・
八
米

で
、
満
潮
時

に
獨
木
舟
を
纜
り
、
上
陸

す
る
に
適
し
た
高
さ
で
あ
る
。



島

に
入

つ
て
見
る
と
珊
瑚
礁
を
計
め
て
平
坦
に
し
、
表
面
所

々
に
歩
行

に
適
す

る
や
う
玄
武
岩
が
舖
並

べ
て
あ
る
。
草

第6圖　 ナ ンマ タル 遺 跡一 部(Christian)

木
が

一
帯

に
繁
茂

し
、
爲

に
自
然

に
土
壌

が
生

じ

て
島

の
基

盤

を
掩
蔽
し

、

普

通

の
陸

地

に
等

し

く
な

つ
て
ゐ

る
。

こ
の
區
域

の
外
縁

に
は
恰

も
防
波

堤

の
如

く
細
長

い
外
廓

が
作

ら

れ
、
東

側
北

西
部
、
南

西
部

に
は
夫

々
水
門

が
設

け
ら

れ

て
外
海

と

通
す

る
こ
と

が

出

來

る
。

水
門

附
近

は

凡
そ
厚

さ
九
米

、

高

さ

九
米
位

の
壁

と
な

つ
て
ゐ

る
。島

の
各
所

に
は
住

宅
址

の
形
 

が
認

め
ら

れ
る
だ
け

で

あ

る
が
、
次

の
諸

島

に
は
其
上

に
玄
武
岩

柱

で
大

き
な
構
築
物

を
成
し

て
あ

る

(
第
6
圖
)
。

N
a
n
g
u
tra
,
 Itel,
 N
a
n
m
o
rlo
sa
j,
 L
u
k
o
p
or
in
,
 L
e
gin
e
o
n
g
ari,
 L
im

e
n
e
k
a
u
,
 N
a
n
pu
la
k
,
 K
a
p
u
n
ed
,
 N
a
n
 T
au
ac
z
.

夫

等
構

築
物

の
中

央

に
は
玄

武
岩

柱
も

て
造

つ
た
石
室

が

あ
り
、
墳

墓
と

な

つ
て
ゐ

る
。
發
掘
し

て
人
骨

及

副
葬

品

を
得

た
事

は

一
再

で
な

い
。
斯

か
る
墳

墓

を
有
す

る
も

の

、
内
最

も
有
名

な

の
は
ナ

ン
タ
ウ

ア

ス

N
a
n
 T
a
u
a
cz
で
あ

ら
う

。

そ

の
規
模

の
宏

壯
な
所

か
ら
全
遺
跡

の
中

心
を
な

す
が
如

く
見

ら
る

(
圖
版
2
)。

K
u
b
a
r
y
の
測
量

し

た
結

果

を
録

す

る
と

次

の
や

う

で
あ
る
。
高

さ
五
、

六
呎

、
長

さ
三

四
三

呎
、
幅

二

一
三
呎
あ

る
大
方
形
島

の

上

に
玄
武

岩

を

東
カ
ロ
リ
ン
に
於
け
る
巨
石
遺
跡
 

三
一七
 

五
七
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五
八

第7圖　 ナ ンマ タル 遺跡 の一 部

積

上
げ

た
高

い
圍

壁

が
周
ら

さ

れ
て
ゐ

る
。
圍

壁
は

長

さ
二

一
二
呎
、
幅

一

八

一
呎
、

高

さ
二
五
-

三

二
呎
、
厚

さ

一
〇
呎

あ
り
、

前

方

に
幅

一
四
呎

の

入

口
通
路
が

あ
る
。

こ

ゝ
を

入

る
と
更

に

一
重

の
圍

壁

が

あ

る
。
之

は
第

一

の
よ

り
も
小
規

模

で
、

高

さ

一
五
呎
、
長

さ

一
〇
〇
呎
、
幅

八

○
呎
、
厚

さ

六
呎
あ

り
、
前

方

に
は
幅

一
〇
呎

の
入

口
通
路

が

み
る
。

こ

の
入

口
通
路
を

入

る
と
廣

い
内
庭

が
あ

つ
て
、

そ
の
中

央

に
は

有
名

な

シ
ャ
ウ

テ

「レ
ウ

ル

家

最
後

の
王
の
墓

と
傳

へ
ら

れ
る
整

然

た
る
石

の
墓

室

が
あ

る
。
第

一
の
圍

壁

と
第

二

の
圍

壁

と

の
間

は
廣

場

と

な

り
、
そ

の

左
右

に

夫

々

一
基

づ

ゝ

の
墳

墓

(
圖
版
3
)
が
あ

る
。
斯

か
る
墳
墓

は
石

の
構
築
物

が

設

げ

ら

れ

た

(第
7
圖
)
所

に
は
殆
ん
ど
必
ら
す
あ
る
と
云
ふ
て
よ

い
。

右
の
外
政
廳

の
存
せ
し
所
と
傳

ふ
る

一
劃
や
、
祭
祀
を
行

つ
た
と
傳

ふ
る
墳
丘
の
存
す
る

一
劃

が
あ
り
、
又
大
規
模

な
敷
石
、
浴
池
、
カ
バ
造
の
石

な
ど
随
所
に
見
ら
れ
る
。
石
材
は
ポ
ナ
ペ
の
南
部

ジ

.
カ
ー
ジ
よ
り
齎
ら
し
た
と
傳

へ

ら
れ
る
。
同
處

に
は
玄
武
岩

の
絶
壁
が
巍
然
と
し
て
聳
え
て
ゐ
る
。

三

兩
遺
跡
に
關
す
る
諸
説



上
記

レ
ロ
及
ナ
ン
マ
タ
ル
の
遺
跡
の
築
造

に
就

い
て
は
種
々
な
る
憶
説
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
二
三
を
紹
介
し
よ

う
。レ

ロ
の
遺
跡
が
古
く
漂
流
渡
來
し
た
日
本
人
に
よ
つ
て
營
ま
れ
た
も

の

で

あ

ら
う
と
の
意
見
を
古
く
出
し
た
の
は

第8圖　 ナ ンマ タル ー墳墓 の發 掘

F
.
　W

.
 
Ch
ristia
n
で

あ

る
。

ク
サ
イ
島

民

が
、

之
を
作

つ
た
も

の
は

北

方

か
ら
來

た
強
力

の
人
間

で
あ

る
と
傳
承

し

て
居

る

こ
と

ゝ
、

機
織

其
他

の
も

の
が

日
本
南
部

の
も

の
に
似

て
ゐ

る
と
云

ふ
誤
信

か
ら
出

發

し

た
考

へ
で
餘

り
根
據

は
な

い
の
で
あ

る
。

こ
の
考
方
は

可
成
も
流

布

し

て
今

日
も
尚

跡

は
絶

た
な

い
の
み

か
、
在

佳

日
本
人

は
之

に
種

々
の

附
會

を
試

み

つ

ゝ
あ

る
。
け

れ
ど
も
そ

れ
は
取

る

に
足

ら
な

い
。

 

サ

イ
パ

ン
の
ナ

ン
マ
タ

ル
遺
跡

に
關

し

て
は

西
班
牙

の
海
賊

が
構
築

し
た
砲

壘

の
跡

で
あ

ら
う
と

の
憶

説

が
行
は

れ
た

こ
と
が

あ
る
。
之

は

一
八

三

九
年

ラ

ル
ネ
號

が
西

班
牙

の
大

砲
を
發

見
し

た
と
云

ふ
風
説

に
基

づ

い
た
も

の
で

K
u
b
ar
y
,
 
C
h
r

istia
n

が
共

に
否
定

し

て
居

る
。

次

に

兩
遺

跡
は
曾

て
陸
上

に
あ

つ
た
も

の
で
あ

る
が
、
基
盤

が
沈
降

に
よ

つ
て
海

面

下

に
没

し

た
結

果
、

通
路

に
満

潮
時

の
海

水

が
侵

入
し

、

一
種

に
水

邑
と

な

つ
た

と
解

す

る
説

が
あ

る
。

C
ha
r
le
s
 D
a
r
w
in

は

ビ
ー

グ

ル
號

の
航
海

東
カ
ロ
リ
ン
に
於
け
る
巨
石
遺
跡
 

三
一九
 

五
九
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三二〇

 

六
○

に
參

加
し

、
珊
瑚

礁

に
關

す

る
研

究

に
關

聯
し

て
、

太

平
洋
諸
島

の
隆
起

、
沈
降

現
象

に
就

き

て
調
査

し

た
。
そ

の
結

果
彼

は

カ

ロ
リ

ン
群
島

が

沈
降
臺

地

に
當

る
こ
と
を
指
適

し

た
。

ご
a
n
a

は
之

と
同

じ
意

見
を

有
ち
、

ウ

ィ
ル
ケ

ス
探

檢

隊

員

H
or
a
tio
 H
a
le
等

の
蒐

め
た
資

料

に
よ

つ
て
現
在

も
沈
降

を
續

け

つ

ゝ
あ

つ
て
、
遺

跡

が
水

中

に
沈

ん
で
行

く
と

見
做

し

た
の
で

あ
る
。

K
u
b
a
ry
,
 C
h
ristia
n

は
等

し

く

こ
の
説

を
否
定
し

、
最

初

か
ら
水
邑

と

し

て
築

か
れ
た

も

の

で
あ
る
と
し

た
。
堡
礁

内

の
淺
瀬

は
絶
間

な
き

土
砂

の
流

入
.
海
藻

の
繁
殖

、
貝
類

の
死

殻

の
爲

に
淺

く
な

つ
て

満
潮

面

に
迫

り
、

一
方
遺
跡
内

の
水
路
も

マ
ン
グ

ロ
ー
ヅ

、
水
草

其
他

の
植

物

の
密

生

に
防
げ

ら
れ

て

全
體

へ
は
満
潮

が
通

せ
す
、

次
第

に
涸
渇
し

つ

ゝ
あ
る

の
で
あ

る
か
る
、
構
築
當

時

か
ら
沈
降

し
續

け

て
ゐ

る
と
は
到

底

考

へ
る
こ
と

は
出

來
な

い
。

右

の
如
き
所
説

は
枚
擧

に
遑

ま

な

い
程

あ
る
。
け

れ
ど
も

兩
遺
跡

が
水
邑

と
し

て
、
兩
島

現
住

民

の
祖

に
よ

り
構
築

さ

れ

た
も

の
な

る
こ
と

は
多

く

の
學
者

の
認

む

る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

四

太
洋

洲

に
於
け

る
石
造
構

築

自

然

石
材

を
用

ひ
て
或

場

所
を
構

築
す

る
風
習

は

ポ

リ
ネ
ジ

ア

一
帶

に
擴

が

つ
て
ゐ

る
。
然

る
に

メ
ラ
・ネ

ジ
ア
で
は

一
部

分
を
除

い
て
は
殆

ん
ど

之
を
見

な

い
。
メ
ラ

ネ

ジ
ア
に
於

て
比
較

的
顯
著

な

の
は

フ
ィ
ジ
ー
及

び

バ

ン
ク

ス
諸
島

で

あ

り
、

ト

レ
ス
諸
島

、

ニ

ュ
ー

ヘ
ブ
リ
デ

ス
及

び

ソ

ロ
モ
ン
諸
島

中

の

イ
サ

ベ

ル
等

に
も
散
見

す

る
が

、
孰

れ
も

メ

ラ



ネ

ジ

ア
の
東

縁

に
位
置

し
、

ポ

リ
ネ

ジ
ア
に
接
し

て
ゐ

る
點

が
注
意

さ

れ

る
。
斯

か

る
風
習

を
馴
致
、

助
成

せ
し

め

る

最

大

の
條

件

は
、
所
要

の
石
材

が
手
近

に
得

ら
れ

る
土
地
(島
)
た

る

こ
と

で
あ

る
。
從

つ
て
隆
起

珊
瑚

礁

の
島

々
は

こ

の
條

件

を
缺

き
、
火

山
島

に
於

て
の
み
可
能

だ
と

云

ふ
こ
と

に
な

る
。

こ

の
條
件

に
適
當

す

る
島

嶼
は

ポ
リ
、不
ジ
ァ
よ

り

も

メ
ラ
ネ

ジ
ア

の
側

に
多

い
。
さ
れ

ば
石
材
構
築

が
後

者

に
顯
著

で
な

い
こ
と
は
、

環
境

が
然
ら
し

め
た
の
で

は
な

く
、

夫

々
が
屬
す

る
文
化

が
系
統

を
異

に
す

る
た

め
と
考

へ
ら

れ

る
。
斯
く

て
石
材

使
用

の
風
習

は
太

洋
洲

に
於

て

ポ

リ
ネ

ジ
ア
文
化

に
屬
す

る
も

の
と
見
做

し
得

べ
く
、

メ
ラ
.ネ

ジ
ア
東
邊

に
行

は

れ
る

の
は
其

影
響

と
す

る

こ
と

が
出

來

る

の

で
あ

る
。

用

石

は
島

に
よ

つ
て
必

ず

し
も

一
致

せ
す
、

玄
武

岩

・
凝

次
岩
等

得
易

き
も

の
を
探

る
。

板
石
を

用

ひ

る
こ
と

も

り

、

柱
状

の
も

の
を

用

ひ
る

こ
と

も
あ

る
。

夫
等

の
組
合

せ
方
も

、
用
石

の
種
類

並

に
形
状

、
技

術

の

巧
拙
、

使
用
部

位

に
よ

つ
て

一
律

で
な

い
。

ポ
リ
ネ

ジ
ア
全
般

と
し

て
は
自
然

の
ま

ゝ
の
石
材

を
利
用

し

て
ゐ

る
が
、

島

に
よ

つ
て
は

夫
と

併
行

し

て
加
工
し

た
切
石

を
使
用
し

て
ゐ
る
。
其
例

は

ト
ン
ガ

・
サ

モ
ア

・
ツ
ブ

ア
イ

・
マ
ル
デ

ン

・
フ

ァ
ン

ニ

ン
グ

・
マ
ル
ケ
サ

ス

・
ソ

シ

エ
テ

・
イ
ー

ス
タ
ー
ア

イ
ラ

ン
ド
等

に
知

ら
れ

て
ゐ

る
。
茲

で
は
斯

か
る
技

術

上

の
點

は

さ
し

て
重
要

で

な

い
か
ら
詳
述
す

る

こ
と

を
避

け
や

う
。

石

材

を
使
用
し

て
構
築
す

る

の
は
凡
そ

次

の
如

き
部
類

で

あ
る
。

(
一
)

墻

壁
　

(
四
)

窖

・
室

・
竪

坑

東
カ
ロ
リ
ン
に
於
け
る
巨
石
遺
跡
 

三二
一 

六

一
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三二二
 

六
二

(
二
)

臺
場
及
地
壇
　

(五
)

階

段

(
三
)

通

路
　

(
六
)

石

像

右
は
夫
々
構
造
部
分
で
あ
つ
て
構
築
物

の
目
的

に
よ
り
種
々
な
る
組
合
せ
、
配
置
を
と
る
の
で
あ
る
。

構
築
物
中
主
要
な
の
は
、
堡
砦

・
儀
式
場

・
埋
葬
地
等
で
あ
る
。
是
等
は
す

べ
て
集
團
生
活

の
中
心
で
あ
り
、
從

つ

て
互
ひ
に
結
び

つ
い
て
ゐ
る
場
合
が
多

い
。

ト

ン
ガ
島
民
は
堡
砦
築
造
に
最
も
長
け
て
居
つ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
方
法
は

フ
ィ
ジ
ー
の
影
響
を
受
け
た
も

の
で
、

濠
と
柵
と
か
ら
な
つ
て
ゐ
る
が
石
を
用

ひ
た
形
迹
が
な
い
。
G
e
o
rg
e
　B
ro
wn

は
、
サ

モ
ア
で
は
堡
砦
と
し
て
高
さ
四

呎
か
ら
六
呎
の
石
壁
を
設
け
、
殊

に

マ
ノ
ノ
島
民
は
長
さ
五
哩
に
亙
る
島

の
周
圍

に
高

い
防
壁
を
作
る
こ
と
を
記
載
し

て
ゐ
る
。

ソ
シ
エ
テ
諸
島
民
は
稀

に
砦
を
設
け

る
が
餘
り
石
を
用
ひ
な
い
ら
し
い
。

ツ
ブ
ア
イ
で
は
階
段
状

に
作

つ
た

丘
陵

の
頂

に
堡
砦
を
作
り
、
石
の
胸
壁
と
濠
を
設
け
た
例

の
ラ
バ
島

に
あ
る
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
て
居
る
。

マ
ル
ケ
サ

ス

に
は
各
所

に
避
難
所
程
度

の
石
の
堡
砦
が
遺

つ
て
居

る
。

ハ
フ
イ
に
も
僅

か
乍
ら
濠

を
件
ふ
石

の
胸
壁
が
あ
る
。
以
上

の
外
に
は
そ

の
存
在
が
知
ら
れ
て
居
ら
ず
、
從

つ
て
餘
り
普
遍
的
な
も
の
と
云
ひ
難

い
。
他
島
と
の
距
離

の
關
係

が
爭

闘
非
常

に
供

へ
る
施
設
を
必
要
と
し
な
い
か
ら
で
も
あ
ら
う
。
島
内
部
族
間

の
爭
闘
絶
ゆ
る
こ
と
な
き

ク
ッ
ク
諸
島

で

さ

へ
堡
砦

の
設
け
の
な
い
こ
と
は
、
同
じ
ポ
リ
ネ
ジ
ア
に
あ
り
乍
ら

フ
ィ
ジ
ー
に
近

い
ト
ン
ガ

・
サ

モ
ア
に
於
て
堅
固

な
砦
を
作
る
風
あ
る
事
實
と
共
に
、
堡
砦
築
造

の
風
習
が
元
來
ポ
リ
ネ
ジ
ア
的

の
も
の
で
な
く
、
メ
ラ
ネ
ジ
ア
方
面
よ



り

の
部
分

的
影

響

と
も
見

る

こ
と
が
出
來

る
。

聚

落

の
内
部

又

は
そ

の
近
傍

に
、

聚
落

民

の
集

合
所

と
し

て
廣

場
を
設

け

る
風
習

は

ポ
リ
ネ

ジ
ア

一
帶

に
擴

が

つ
て

ゐ
る

。

そ
し

て
斯

か

る
風

習

は

ミ
ク

ロ
ネ
ジ
ア
或

は
メ
ラ

ネ

ジ
ア
に
も
存
す

る
が
、

ポ

リ
、不
ジ
ア
移

住

民

の
齎

ら
し

た

も

の
と
解

さ
れ
て
ゐ

る
。
廣

場

に
は
屡
神

聖

視
さ

れ
る
石

の
造
營

物

が
あ

り
、

そ

こ
は

三
種

の
聖

殿

の

ご
と
く

考

へ
ら

れ
て

ゐ
る
。
J
am
e
s
 C
o
o
k

に
擴

れ
ば

ト

ン
ガ

に
於
け

る
神

聖

な

る
造
營

物

は
地
表

よ
り
十

六
呎
乃

至

十

八
呎
高

く
長

方
形

に
築

か
れ
た
上

に
存
し

、
之
を
圍

ん
で
高

さ
三
呎
程

の
石

の
壁

が
繞

ら

さ
れ

て
居

つ
た
。
長

方
形

に
築

か

れ
た

丘

は
緑

色

の
芝

を
植
詰

め
緩
傾

斜
を

な
し

て
ゐ

る
。

そ

の
頂

に
祠
堂

が
あ
る
。

丘

の
正
面

に
は

二

つ
の
石

楷

が
頂

に
向

つ

て
設

け
ら

れ

て
ゐ
る
。

丘
は
密
林

の
中

に
設
け

ら
れ

て
ゐ

る
が
、
前

方

公
道

に
面

し

た
所

だ
け
は
樹
木

な
く
、

草
地

に

な

つ

た
廣

場

が
あ

る
。

こ
の
廣

場
は

五
本

の
道

の
集

合
點

に
な

つ
て

ゐ
る
。
而

し

て

W

illia
m
 M
ar
in
er
等

に
從

へ
ば

祠
堂

の
下

に
は
會
長

一
族

の
墓

所

と
し

て
石

の
窖

が
存
す

る
と

の

こ
と

で
あ
る
o

サ

モ
ア

に
は
等

し

く
祠

堂

あ
り
、
會

長
等

の
集
會
所

と

な

つ
て
ゐ

る
。

そ
し

て
又
幾
軒

か

の
家

に
は
祠
堂

と
同
様

神
聖

な

る
杜

が
有

り
、

そ

こ
で
新
〓

し
犠

牲

が

供

へ
ら
れ

る
。
上
記

と
大
同

小
異

の
場
所

は
探
檢

家

、
學
者
等

に
よ
り

サ

モ
ア

。
バ
ー

べ
ー

・
ソ

シ

エ
テ

、
ア
ウ

ス
ト

ゥ
ラ

ル

・
パ
ウ

モ
ト

・
イ
ー

ス
タ
ー

ア
イ
ラ

ン
ド

・
ハ
ワ

イ

・
ニ
ュ
ー

ジ
ー

ラ

ン
ド

に
存

す

る

こ
と

が
報

ぜ
ら

れ

て

ゐ

る
。

其

通
有
性
質

は

主
長
等

の
墓

所

が
團
體
信

仰

の
中

心
地

と
な
り
、
特

定

の
祠

堂
を
設

く

る

に
至
り
、

神

聖
な

る
地
と

東
カ
ロ
リ
ン
に
於
け
る
巨
石
遺
跡
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四

し
て
ダ
ブ
ー
さ
れ
る
。
こ
の
神
聖
地
は
墳

丘
や
祭
壇

(
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
)
を
中

心
に
石
墻
を
繞
ら
し
、
露
然
た
る
杜
を
作

つ

て
あ
る
。
そ
れ
等
は
多
く
石
材

に

よ

つ

て
構
築

さ
れ
る
。
そ
し
て
域
内
に
は

一
軒
乃
至
數
軒
の
神

聖

な

る

家
が
あ

り
、
酋
長
、
祭
祀
者
が
起
臥
し
、
神
像
や
祭
祀

に
關
係
あ
る
品

々
を
管
理
し
て
ゐ
る
。

け
れ
ど
も
ポ
リ
ネ
ジ
ア
の
南
北
に
於

て
石
材
構
築
に
多
少
の
相
違
が
あ
る
。
即

ち
そ
の
中
央
部
か
ら
北
部

に
か
け

て

は
巨
石
を
使
用
す

る
風
が
あ
る
の
に
南
部

は
之
を
缺
き
、
南
部
か
ら
中
央
部

に
か
け
て
は
、
北
部
に
見
ら
れ
な
い
板
石

の
坐
臺
を
祭
祀
儀
式

の
爲
に
設
け

る
風
習

が
存
す

る
。

E
d
wa
r
d
 S
.
 Ha
n
d
y

は
之
を
異
る
文
化
層

に
由
來
す
る
信
仰

と
關
聯
す
る
所

の
對
蹠
的
性
質
で
あ
る
と
唱

へ
る
。
中
央
部
で
は
兩
者
が
種
々
な
る
程
度
に
組
合
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

五

總

括

ク
サ
イ
及
ボ
ナ
ペ
に
存
す
る
巨
石
構
築
物
は
構
造
、
規
模
に
於
て
幾
分
の
相
異
は
あ
る
が
、
共
に
玄
武
岩
桂
、
珊
瑚

礁
塊
を
以

つ
て
方
形
乃
至
之
に
準
ず

る
區
劃
或
は
墻
壁
を
設
け
之
を
多
數
布
置
せ
し

め
、

い
つ
れ
も
水
邊
に
位
置
せ
し

め
て
舟
行

の
便
を
考
慮
し
、
且
區
劃
内
に
は
高
貴

の
墳
墓

・
祭
壇

・
集
合
所
等
あ
り
、
共

に
主
権
者
等

の
常
住
せ
り
と

云

ふ
所
傳
す
ら
あ

つ
て
、
著
し
く
共
通
す
る
性
質

が
彼
我

の
間

に
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
墳
墓
中
よ
り
發
見
す
る
副

葬
品
の
類

も
全
く
同
種
品
に
屬
し
、
共
通
せ
る
文
化
を
享
け
た
る
者
の
建
設

に
係

る
こ
と
を
暗
示
し
て
ゐ
る
。
然

ら
ば

ミ
ク

ロ
、矛
ジ
ア
の
他

の
島

々
に
斯
か
る
遺
跡
が
あ
る
か
と
云
ふ
に
、
現
在
ま
で
の
所
で
は
殆
ん
ど
絶
無
と
考

へ
て
差
支



べ
な
い
。
ク
サ
イ
に
近
き

マ
ー

シ
ャ
ル
群
島

の
多
く
が
隆
起
珊
瑚
礁

の
島
で
あ
わ
、
石
材
に
乏
し
き
爲
か
未
だ
其
痕
跡

す
ら
聞
か
な

い
の
で
あ
る
。

メ
ラ
ネ
ジ
ア
で
は
其
東
縁

ポ
リ
ネ
ジ
ア
寄
り
に
多
少
乍
ら
石
造
物
が
あ
る
が
、
そ
の
主
體
部

に
は
之
を
缺
く
。
然

る

に
ポ
リ
、不
ジ
ア
に
は
巨
石
構
築

の
風
が
極
め
て
盛

ん
で
あ
る
。
而
し

て
其
構
築
を
見

る
場
所
は
多
く
社
會
の
中
心
で
あ

り
、
酋
長
、
祭
祀
者
等
支
配
階
級

の
墳
塋
、
住
居

が
必
ら
ず
附
随
し
、
祭
壇

・
舞
踊
廣
場
が
あ
り
、
之
を
圍
ん
で
墻
壁
、

聖
林
の
存
す

る
こ
と
を
通
則
と
す
る
の
で
あ
る
。
是
等
の
諸
性
質
は
ク
サ
イ
、

ポ
ナ
ペ
の
諸
遺
跡
と
極

め
て
強
い
類
似

を
示
す
も
の
と
云
ふ
べ
く
、
從

つ
て
東

カ
ロ
リ
ン
の
巨
石
構
築
物
は
ポ
リ
ネ
ジ
ア
殊
に
そ
の
北
部
文
化
と
親
縁
關
係
を

有
せ
ず
や
と
思
量
さ
れ
る
。
東

カ
ロ
リ
ン
の
過
去
及
現
在

の
文
化
要
素
中
種

々
な
る
點

に
於
て
ポ
リ
ネ
ジ
ア
の
夫
に
合

致
す

る
も
の
勘
く
な
い
。
巨
石
構
築

の
風
も
亦
、
強
固
な
る
支
配
階
級
制
度
の
形
態

と
共
に
そ
の

三
つ
の
現
れ
と
見
る

べ
き
で
あ
ら
う
。

只
ク
サ
イ
、
ポ
ナ
ペ
の
夫
は
水
邊
、
水
上
に
位
置
す
る
が
、
ポ
リ
ネ
ジ
ア
に
は
未
だ
斯

か
る
位
置
を
特

に
選
定
し
た

例
を
見
な
い
。
又
ク
サ
イ
、

ポ
ナ

ペ
の
如
く
宏
壯

な
る
は
ポ
リ
ネ
ジ
ア
に
見
ざ
る
所

で
あ

る
。
且

つ
發
見
遺
物
中

に
は

ポ
リ
ネ
ジ
ア
的
な
ら

ぬ
も
の
を
含
ん
で
ゐ
る
。
更
に
兩
遺
跡
に
し
て
堡
砦
的
意
義
を
有
す

る
と
せ
ば
メ
ラ
ネ
ジ
ア

へ
の

顧
慮
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。
今
後

三
層
の
考
究
を
要
す
る
。

參

考

主

要

文

獻

東
カ
ロ
リ
ン
に
於
け
る
巨
石
遺
跡
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C
hristian, 

F. 
W

.: 
T

he 
C

aroline 
Islands. 

1899. 
L

ondon.

Friederichsen, 
L

.: 
D

ie 
R

uinen 
Y

on 
N

anm
atal 

auf 
der 

Insel 
Ponape. 

1874. 
H

am
burg.

H
andy, 

C
.: 

Som
e 

C
ons usions 

and 
Suggestions 

R
egarding 

the 
Polynesian 

Problem
. 

A
m

erican 
A

nthropologis. 
V

ol. 
22. 

P. 226. 
1920.

L
inton, 

R
.: 

A
rchaeology 

of 
the 

M
arquesas 

Islands. 
1927. 

H
onolulu.

Salfert, 
E

.: 
K

usae, 
I 

H
albband. 

E
rgebnisse 

der 
Siiclsee-E

xpedition 
1908-1910. 

II 
E

thnographic: 
B

. 
M

ikronesien 

B
aud 

4. 
1919. 

H
am

burg.

O
n the 

M
egalithic Structures of 

K
usaie and 

Ponape.

lchiro Y
A

W
A

T
A

O
n the eastern coasts of both K

usaie and of Ponape are preserved the m
egalithic structures for w

hich these places 

are noted. 
T

he m
egalithic structures in these tw

o places resem
ble each other in various w

ays; the 
artifacts from

 

them
 being very sim

ilar. 
T

he inevitable conclusion is that they are the w
ork of people of the sam

e culture. Stone 

structures are found all over Polynesia, especially -in the central and northern parts of the group. T
hey m

ark the 

centre of the social actvity of the islanders and also the sacred precincts.

T
he ruins found in K

usaie and Ponape resem
ble the 

Polynesian stone 
structures, .suggesting som

e 
cultural 

kinship. M
any cultural elem

ents 
of the E

astern -C
aroline islanders resem

ble those of the 
Polynesians, and the 

m
egalithic structures are probably exam

ples of it. It is to be noted, how
ever, that, the 

stone ruins of the 
eastern 

C
arolines are either situated near the sea or rise from

 it. In these respects they differ from
 the 

Polynesian. Som
e 

artifacts discovered there are not of Polynesian type. 
T

hese are significant facts in the 
problem

s concerning the 
relations of the tw

o types.


